
第１章 いろいろな式 ３・高次方程式

１６ ４ 剰余の定理と因数定理（その３）

（１／５）■ 因数定理 ■

因数定理

★知識の整理★

【１】因数定理

整式Ｐ(χ)をχ－ａで割ったときのあまりはＰ(ａ)であるから，割り切れるのは，

Ｐ(χ)＝０のときである。このとき，Ｐ(χ)＝(χ－ａ)Ｑ(χ)と因数分解できる。

よって，次の因数定理が成り立つ。

Ô 因数定理 Ô

χ－ａが整式Ｐ(χ)の因数 ¤ Ｐ(ａ)＝０

(例) Ｐ(χ)＝χ３＋χ２－３χ－６にχ＝２を代入すると，

Ｐ(２)＝２３＋２２－３・２－６＝０

よって，χ－２は，χ３＋χ２－３χ－６の因数である。

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 いろいろな式 ３・高次方程式

１６ ４ 剰余の定理と因数定理（その３）

（２／５）■ 因数定理 ■

★解法の技術★

次の問いに答えなさい。

(1) χ３＋２χ２－χ－２ を因数分解しなさい。

(2) 整式Ｐ(χ)＝χ３＋２χ２＋ｍχ－４が χ＋１を因数にもつとき，ｍの値を求めな

さい。

【考え方】因数定理

χ－ａ が整式Ｐ(χ)の因数 ¤ Ｐ(ａ)＝０

因数定理を用いた因数分解では，Ｐ(ａ)＝０となるようなａの値を探します。

その際のａの値の探し方については，枠外の【注】に詳しく説明してあります。

［答 案］

(1) Ｐ(χ)＝χ３＋２χ２－χ－２とおくと，

Ｐ(１)＝１３＋２・１２－１－２＝０ ÏＰ(χ)の定数項６の約数±１，±２，±３，±６を考える

したがって，Ｐ(χ)はχ－１を因数にもつ。

Ｐ(χ)をχ－１で割ると，商はχ２＋３χ＋２である。

よって，

χ３＋２χ２－χ－２＝(χ－１)(χ２＋３χ＋２) Ï組立除法を利用する

＝(χ－１)(χ＋１)(χ－２)

(2) Ｐ(χ)がχ＋１を因数にもつので，Ｐ(－１)＝０

よって，

(－１)３＋２・(－１)２＋ｍ・(－１)－４＝０

－１＋２－ｍ－４＝０

－ｍ＝ ３より，ｍ＝－３

【注】高次式Ｐ(χ)を因数分解するとき，Ｐ(ｋ)＝０となるｋの値の候補は，

(例) ２χ３＋５χ２＋５χ－４を因数分解する。

Ｐ(χ)＝２χ３＋５χ２＋５χ－４とする

， ， ， ， ，

すなわち，Ｐ(ｋ)＝０となるｋの値の候補は，±１，±２，±４，
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